
























ど : 以下略）が 907（37.4%），医療福祉相談が 336（13.8%），相談室 309（12.7%）の順に多かっ
た。一方，地域医療連携 180（7.4%），地域連携 68（2.8%），在宅介護支援 53（2.1%）等の，地
域医療連携と関連深い部門名称も複数認められる。論者が同 3部門を集計したところ 301（12.3%）





数が 749であった。医療福祉相談（科・課・係など : 以下略）が 142（19.0%），医療相談が 132
（17.6%）で，医療相談に関連する部門は併せて 36.6%と減少していた。一方，地域医療連携に
関連する部門では，地域医療連携が 65（8.7%），地域医療が 60（8.0%），地域連携が 30（4%），
医療連携が 14（1.8）であり，論者が同 4部門を集計したところ 169（22.6%）であった。また，













1984 ; 小原　1997 ; 山中　2003 ; 新井　2007）。
このように，地域医療連携や連携の概念とは，医療ソーシャルワーク業務（以下「MSW業務」
と略）にとって重要な概念であることは明らかである。
































































































































たところ，直接患者やその家族への支援過程で，項目 2, 4, 5は院外の専門職との連携を伴うと考
えられた。この他に，よく実施，まあ実施を合わせて 50%を超える項目は 16あった（黒田　
2009 : 9）。同文献の表 3のMSW業務内容 26項目を論者が精読・検討したところ，間接援助と
考えられる項目が 4項目（項目 17, 18, 22, 26）認められた。この 4項目の，「よく実施」と「ま
あ実施」の和は，項目 17　在宅ケア普及啓発が 39.6%，項目 18　地域ケアシステムづくり参画





































いる。その内容は，1　「共通業務 : 事務中心，紹介ファクスの処理業務など」，2　「看護師 : 地
域連携パス」，3　「MSW : 多職種連携ネットワーク構築，会議，研修会開催」の三業務に大別され，
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